
第４回エマージングサイエンスデザインR3センター運営委員会議事要旨 

 
開催日時：令和４年１１月８日（火）１５：３０～１６：２４ 
場 所：【吹田】ＩＣホール４階 会議室 

【豊中】文理融合型研究棟３階 ３０４会議室 
【その他】Webexによるオンライン参加 

出 席 者：藤原委員長（工）、出口（基）、谷口（産）、吉田（産）、竹田（R3）、伊藤（R3）、新見（理）、岡山

（医：代理）、中川（薬）、光岡（電顕）、宮坂（基）、芦田（基）、節原（接）、藤岡（R3） 
 
連絡事項 

委員長から、前回（9月13日）開催の第2回運営委員会の議事要旨（案）については、各委員に意見照

会し、特に意見がなかったことから、資料２のとおり確定した旨の報告があった。 
 
【報告事項】 

１．社会人教育後期始業式(10/7)と特別講義の開催結果について  

委員長から、10月7日に開催された社会人教育後期始業式および特別講義の結果、今年度修了式及

び次年度開講式について報告があった。 

 

２．2022年度土曜講座「ナノテクノロジーデザイン特論Ａ」(10/29, 11/12, 11/26, 12/10)の開講につ

いて 

委員長及び伊藤委員から、資料３に基づき、10月29日、11月12日・26日、12月10日に開催の

2022年度土曜講座「ナノテクノロジーデザイン特論Ａ」の開催状況（討論形式の講座であるが、対面

参加者が伸び悩んでいる）について報告があった。 

  

３．INSD NanoScience Video Exchange Lectures 2022(Osaka-Groningen) (10/14, 21, 28, 11/11, 18)

の開催について 

委員長から、資料４に基づき、10月14日・21日・28日、11月11日・18日に開催のINSD 

NanoScience Video Exchange Lectures 2022 (Osaka-Groningen)の開催状況について報告があった。

併せて伊藤委員から、グローニンゲン大学からは大変好評である旨報告があった。 

 

 ４．大学院博士後期課程社会人ナノ理工学特別コース修了者について 

   委員長から、資料５に基づき、大学院博士後期課程社会人ナノ理工学特別コースの修了者及び現在の

就学状況について報告があった。 

 

５．大学院博士後期課程社会人ナノ理工学特別コース（令和5年度4月入学）について 

委員長から、資料６に基づき、令和5年度4月入学 大学院博士後期課程社会人ナノ理工学特別コー

スの募集概要について報告があった。 

 

６．次年度社会人教育プログラムについて 

委員長及び藤岡委員から、資料７に基づき、令和5年度社会人教育プログラムの概要について報告、

並びに受講生増への協力依頼があった。 

 

７．令和5年度大学院高度副プログラム、副専攻、科目等履修生高度プログラム提案書について 

委員長から、資料８に基づき、令和5年度大学院高度副プログラム、副専攻プログラム、科目等履修

生高度プログラムそれぞれの継続提案書（計7件）について報告があった。 

 

 

 



 ８．部局アクションプラン（令和4年度）について 

    委員長から、資料９に基づき、令和４年度の部局アクションプランについて提出した旨報告があっ

た。 

 

 ９．全学組織等の計画等の進捗確認について 

   委員長及び竹田委員から、資料10に基づき、全学組織等計画等の進捗状況について本部へ提出した

旨報告があった。 

 

10．令和5年度概算要求の結果について 

  委員長から、令和5年度概算要求のうち本センター関係事項の文科省から財務省への要求状況につい

て報告があった。 

 

11．アセアンキャンパスOUICP-nanoの3期生受講者と講義開始について 

委員長から、資料11に基づき、アセアンキャンパスOUICP-nanoの受講者と講義開始について報告が

あった。 

 

12．2022年度ナノ理工学セミナー(10/24)の共催結果と情報交流会(12/20)の共催について 

委員長から、2022年度ナノ理工学セミナー「ナノサイエンスを支える先進技術」の開催結果と、資

料12に基づき、次回の情報交流会について報告があった。 

 

13．その他 

 １）USM Prof. Rahmanの来日について 

委員長及び伊藤委員から、資料13に基づき、USM の Prof. Rahman の来日時の今後の連携に向けた

意見交換等について報告があった。 

 ２）事務系職員の公募について 

委員長から、約 18 年にわたり当センターの運営に携わっていただいた技術職員の退職について報告

があり、謝辞が述べられた。また、後任については必要に応じて公募を行う旨報告があった。 

 

 

【審議事項】 

１．R3に関する活動について 

委員長及び伊藤委員から、リカレント教育に関する各部局からの相談状況について報告があり、今後

の体制づくりなどについて、意見交換を進めていくことが確認された。 

 

 

※次回開催日程について 
次回は、令和５年１月１０日（火）１５：３０からWebexによるオンライン会議にて開催予定 


